
食品衛生トピックス《2013/10/2》 
○栄養表示基準の一部改正について 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
《 改正内容 》 

 
１ 合理的な方法に基づく表示値の設定 
 現行の「一定値」又は「幅（上限値及び下限値）」による表示方法のほかに、「合理的な推定

値により得られた値」を表示値として記載することが可能となりました。 
 なお、この場合、表示値の趣旨が消費者に適切に伝わるように、合理的な推定により得られ

た値であるのか等、その値の意味を明瞭に記載しなければいけません。 
（記載例）  
 ①「推定値」 
 ②「この表示値は、目安です。」 
 

【合理的な推定値による方法とは】 

・公的なデータベース等信頼できるデータから得られた個々の原材料の栄養成分量を入手し

た上で、当該食品の重量に基づき、各成分量を算出し、足しあげる方法 

・同一レシピのサンプルを分析する方法 

 
２ 表示された値の設定に関する根拠資料の保管 

平成２５年９月２７日付けで健康増進法（平成１４年法律第１０３号）

第３１条第１項の規定に基づく栄養表示基準の一部が改正（平成

２５年消費者庁告示第８号）され、栄養表示の義務化に向けた環境

整備として、新たな表示方法が追加されました。 



 表示された値の設定に際しては、例えば、最新版の日本食品標準成分表からの計算値や

サンプル品の分析値等が考えられますが、行政機関等の求めに応じて説明ができる資料とし

て取扱うこととなりました。 
 
【保管すべき内容とは】  

（分析値の場合）  

・分析試験成績書 

・季節間、個体間、消費期限又は賞味期限内の栄養成分等の変動を把握するために十分な

数の分析結果 

・表示された栄養成分等の含有量を担保するための品質管理に関する資料 

（計算値の場合）  

・採用した計算方法 

・引用したデータベースの名称 

・原材料について、配合量が重量で記載されたレシピ など 

 

【保管する方法は】  

文書、電子媒体など、いずれの方法でも構わない。 

 

【保管すべき期間は】  

その資料を基に表示が行われる期間。販売を終了する製品については、最後に製造した製

品の賞味（消費）期限が終了するまでの間。 

 
３ 低含有量の場合の誤差の許容範囲の拡大 
 現行では、一定の比率で誤差の許容範囲（±２０％）が規定されていますが、低含有量の場

合、誤差の許容範囲の絶対値が極めて小さくなることから、規定された誤差の許容範囲に収

めることが困難な場合があります。このため、低含有量の場合に限っては、現行の誤差の許容

範囲に加えて、一定量を満たさない場合、誤差の許容範囲を拡張することができます。 
【エネルギーの場合】 
（従来）  20kcal の場合 → 誤差は±20％（４kcal） 
（改正後） 20kcal の場合 → 誤差は５kcal 
 
 
《 施 行 日 》  
 
平成 25 年９月 27 日カルバリルについて 
















































